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調 達 件 名

発 注 課

選定事業者

根 拠 法 令

決 定 日

地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

令和4年6月8日

令和4年度ホッキョクグマにかかる保全及び来園者教育の強化を目的とした
カナダ・マニトバ大学等との国際的共同研究業務

飼育展示課

特定非営利活動法人　EnVision環境保全事務所

随意契約の理由（相手方を特定した理由を含む。）

　当該業務の実施にあたっては、ホッキョクグマの調査研究や気候変動に関する専門的知
識が必須である。また、海外の政府機関及び大学との共同研究という特殊性から、事業の
継続性・実効性を担保するためには、関係者間の信頼関係の確保が特に重要視されるとこ
ろである。
　こうした中、NPO法人EnVison環境保全事務所は、生態調査研究・環境コンサルタントと
した数多くの実績を有しており、ホッキョクグマの調査研究や気候変動に関する専門的知
識を有している。また、同法人は、これまでも本市とともにマニトバ大学やマニトバ州政
府、アシニボインパーク動物園などとの連携に向けたコーディネートを行ってきた中で、
カナダ・マニトバ州の現地の状況に精通し、かつ共同研究先など現地関係者からの厚い信
頼を獲得するに至っており、今回の共同研究においてもRick教授及びErin博士からの強い
要望を受け共同研究に参画している。
　以上のことから、カナダ側との調整補助も含めた本業務の受託者としては同法人以外に
適当な者はおらず、契約相手方は特定の者に限定され、その性質又は目的が競争入札に適
しないことから、地方自治法施行令第167条の2第1項第2号に該当するため上記業者と随意
契約いたしたい。
　なお、カナダ側関係者の主要人物であるErin McCance博士より、当園との連携にかかる
協議にあたり、同法人を推薦する文書が提出されている。


